
 
 
 
 
1 日時︓令和７年８月２１日 

午後６時００分〜午後７時１５分  
 
1 場所︓西が丘ふれあい館 
 
1 参加団体︓ 

赤羽西地区町会自治会連合会、赤十字奉仕団赤羽西分団、青少年赤羽西地区委員会、 
北区防災・危機管理課、北区地域防災推進課、赤羽消防署西が丘出張所、 
防衛省・自衛隊東京地方協力本部北地域事務所、赤羽消防団第一分団、 
赤羽リハビリテーション病院、西が丘小学校（欠席）、梅木小学校（欠席）、桐ケ丘郷小学校、
稲付中学校（欠席）、各町会・自治会代表（主に会長及び防災担当者） 

 
1 会議概要 
１ 開会の挨拶 

赤羽西地区町会自治会連合会会長から開会のあいさつがあった。 
 
２ 地域防災に関する意見交換 

参加各団体における防災に関する取組みなどについて各団体から発言があり、意見交換を行うことで
団体相互の活動への理解を深めた。 

 
【主な意見・感想】 
・地域の皆様と協力して防災能力・行動力を高めていきたい。 
・マンションとの共同訓練を初めて実施する。 
・避難行動要支援者の安否確認訓練の実施を予定している。 
・昨年度、区から紹介された市民防災研究所から講師を招いて防災セミナーを実施した。好評だった
ため、今年度も実施予定である。 

・コロナ禍で長らく自主防災組織の防災訓練を行っていなかったが、今年度は久しぶりに実施する。 
・昨年度、避難経路図を作成して全世帯に配布した。また、高齢者は避難訓練の参加が難しいた
め、座談会を実施した。 

・都の地域の底力発展事業助成を活用して訓練を実施している。 
・区の校長会では現在、防災教育の研究活動を行っており、今年度、都の研究発表会で北区の校
長会が発表予定である。学校の取組みや地域との連携といった内容を取り入れた発表となる。 

・ＰＴＡのおやじクラブが中心となり、毎年、防災関係の企画を行っている。 
・こうした会議などを通じて、地域の方とお会いするだけでもつながりが持てるため、ありがたい。 
・安心・安全な赤羽西地区を作っていくため、各団体の協力をいただきたい。 
・参加各団体の防災への取組みを聞き、大変心強い。 
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３ 北区防災対策事業及び避難所開設訓練の概要説明 
北区防災・危機管理課及び地域防災推進課より、北区が実施する防災対策事業及び令和７

月９月１３日に実施予定の赤羽西地区避難所開設訓練について説明があった。 
【説明内容要旨】 
①北区防災対策の令和７年度の主な取組みについて 

・防災士資格の取得費用助成について、赤羽西地区からは２名の推薦をいただいた。 
・避難所の多言語対応を目的とした通訳タブレットを全避難所に配備する。 
・臨時災害ＦＭ放送局を開局し、発災時の支援に関する情報などを発信する。 
・簡易型感震ブレーカーの配布対象者を拡大する。 

②赤羽西地区避難所開設訓練について 
・初動対応及び総括班、避難者受入準備班、避難者対応班を３班に分かれてそれぞれ体験し
ていただく。 

 
４ 閉会の挨拶 

赤羽西地区町会自治会連合会会長から閉会のあいさつがあった。 

  
 

  
 

  
 
 

赤羽西地域振興室（北区西が丘 1-5-2） 電話 03-3900-0049 


